
（３）　市内事業者からの相談の内容と対応について

（４）　市で用意している困窮世帯や企業支援に対する施策の利用状況について

過程の中にあり、未だ底が見えにくい状況にあることは否めません。

（２）　昨年度以降の市に対する生活困窮や事業支援に関する相談件数の状況について

（１）　市内の生活困窮世帯（児童・生徒含む）の現状について

髙橋　剣二

答弁を求める者質　問　の　件　名　及　び　質　問　の　要　旨　（質問時間）

１　コロナ禍による生活困窮者等への対応について 　　　　　　　　　　　　　　　（４０分）

　特に飲食業、観光業、旅行業、陸運・海運・空運業等の落ち込みは、大不況レベル

市長

教育委員会教育長

　しかし、プラスの影響を加味しても、全体としては日本経済は大きく落ち込んでいる

（５）　今後の経済的支援の方向性について

市民の経済・生活の安定化を進めていくべきと考え、以下順次質問します。

　１年もの間続くコロナ禍の影響により、企業のリストラ・倒産・廃業等が進んでいます。

にあると言っても過言ではありません。

　逆に、プラスの影響を受けた業種はスーパーなどの小売業、電気通信業などです。

　多くの市民の方の所得にマイナスの影響があるのではないか、市としてはできるだけ


